
マニュアル

生徒用マニュアル

用

2025.4.21更新

※画面は開発途中のものです。

実際とは仕様が異なる場合があります。
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ふりかえりや次の学びに向けた調整に使うための学習管理システム（LMS）です。

デジタルブックである 上のふせんやマーカー、メモや閲覧履歴などの
学習履歴を残して、確認するためには、 の利用が必要となります。

①ログイン
②デジタル教材へのアクセス
③先生からの課題の確認と実施
④学習結果のふりかえり

とは

は、自分の学びの足あとを記録し、自分自身の学びの

①「まなびボックスプラス」から入ると
自動的に自分専用ページを表示

②「要点まとめチェック」の利用
⇒自学自習、先生からの課題実施
③ 「要点まとめチェック」の学習結果の記録

は、 という電子書籍システム上で

ご利用いただきます。



●先生から配付されたIDと仮パスワードを使ってログインします。

下のURLからログインページを開いてください。
https://manabi-box-plus.sing.jp/

右の二次元コードからもアクセス可能です。

ログインをタップします

ログイン後に、先生からGoogleやMicrosoftのアカウント
と連携するよう指示があった場合は、
次からは、このボタンからログインするようにしてください。

１.  にログインする

先生から指示されたIDとパスワードを入力します。
⇒すべて半角英数字で入力してください。
⇒自分のクラスや出席番号に置き換えるよう指示された
英数字も、すべて半角で入力してください。
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②新しいパスワード
を入力します

１.  にログインする

●パスワード変更画面が表示されます。
最初のボックスには先生から伝えられた仮のパスワードを入れ、「新しいパスワード」のところには、
先生から伝えられたものとは違うパスワードをいれましょう。

①仮パスワードを入力します

③更新をタップします

④パスワードが更新されます

⑤ログイン画面に戻り、先生からもらった
ユーザーIDを入力します

⑥ ②で入力した
新しいパスワードを入力します

自分でパスワードを変更したあと、
パスワードを忘れた場合は、先生
に再発行してもらいましょう。

学校のシステムによって、初期パスワードの変更が
不要な場合があります。
先生の指示にしたがって進めましょう。
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●画面左下の歯車マーク をタップして設定画面を開きます。

２.アカウント連携

『設定』(歯車マーク)をタップします

先生の指示にしたがい、
「MSアカウントを連携」か
「Googleアカウントを連携」
ボタンをタップします。

アカウントとパスワードを入力し、
「次へ」等をタップしていきます。

学校のシステムによって操作不要な場合があります。
先生の指示にしたがって進めましょう。
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●ログインすると、
トップ画面が
表示されます。

パスワードやニック
ネームの変更は、
ここから行います。

デジタル教材に取
り組んだ結果が表
示されます。

先生からのお知らせが表示されます。

トップ画面が表示
されます。

SingCBTを使った
テストを実施した場
合、出題のポイント
や結果が表示され
ます。

このマニュアルが
表示されます。

新学社発行の図書
教材をお使いの場
合は、単元プリント
の結果やミニ通知
表が見られます。

３.『課題と教材』(トップ画面）の説明
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自学自習として「要点チェック
ブック」をSingブック上で使い
たいときは、このタブをクリック
しましょう。（次ページ参照）

先生が配信した学習
課題が表示されます。
タップすると、Sing
ブックの画面が開き
ます。しめきりまでに
取り組みましょう。

このボタンをタップすると、
単元別に、理解度や得点の
記録を残すことができます
（p.11参照）



●トップ画面は、最初は「やること」画面（前のページ）が表示されています。
「自分から」タブクリックすることで、この画面が開きます。
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①「自分から」のタブを開くと、
Singブックのアイコンが表示され
ます

②Singブックの本
棚が開きます ③見たいブックの表紙画像をタップする

とデジタル教材の紙面が開きます

３.『課題と教材』(トップ画面）の説明



Singブック 「要点まとめチェック」教材画面

手書きメモやふせんを残すことができます。

ここをクリックすると、表示
ページにブックマークが
つきます。

ページのサムネイル画像、テキスト検索、
ブックマークページ、メモ一覧、ふせん一
覧などを表示することができます。

１問ずつ解答欄をタップすることで、解答
の表示・非表示の切り替えができます。
ページ上部の「解答」ボタンから、ページ
内の全小問の解答の表示・非表示を
一括で切り替えることも可能です。

ここをクリックすると、「理解度」の
記録が残せます。（次ページ参照）

４.Singブック画面の機能（教材画面）



●要点まとめチェック

2～3

4～5

6～7

8～9

10～11

世界の姿，日本の姿、世界各地の人々の生活と環境

アジア州，ヨーロッパ州

アフリカ州，南北アメリカ州，オセアニア州

地域調査の手法

世界と日本の自然・人口・資源と産業・結びつき

Singブック 「要点まとめチェック」理解度記録画面

②「理解度を保存する」をクリック
すると、「まなびボックスプラス」に
理解度が保存されます

①採点後、単元別の理解
度ボタンをクリックします

解説解答のページを閲覧しただけでは「学習日」
や「学習回数」は記録されません。

５.Singブック画面の機能（理解度記録画面）

「理解度を保存する」をタップすると、
「課題」が「やること」画面から「できた
こと」画面に移動します。保存した理解
度は、中学卒業まで残り、先生からの
確認も可能です。
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●本棚画面の表紙画像をタップすると、デジタルブックの紙面が開きます。
以下の⑥のボタンで切り替えない限り、「移動モード」で表示されます。

理解度を記録する
画面が開く⑦ふせんを貼ることができる

…左のボタンでふせんの表示/非
表示を切り替えることができる。
右のボタンで、場所を選択してふ
せんを貼ることができる

タップすると、このページに
ブックマークがつく

①  ②  ③ ④ ⑤   ⑥ ⑦ ⑧ ⑨  ⑩ ⑪

①サムネイル…各ページを
 小さな画像で一覧できる
②検索…ブック内のテキス
 ト検索ができる
③ブックマーク…ブックマー
 クをつけたページの一覧が
 表示される。右上の★をク
 リックすると、表示中のペ
 ージにブックマークがつく
④ペンデータ読込…過去に
 記録した手書きのペンデー
 タの再表示ができる
⑤ふせん一覧…過去に
 記録 したふせんデータの
 一覧が 表示される

⑥「移動」モードと「ペン」モードの切り替えができる
…下に現在のモードが表示される。下の表示は右下
のボタンで表示/非表示を切り替えることができる

⑧表示ページの選択ができる
⑨紙面の拡大・縮小ができる
⑩紙面を幅か高さのいずれかに合わせて表示できる
⑪全画面表示にできる

ふせんの「保存」期間は
年度末までです。
先生と生徒で内容を共有
することはできません。

６.Singブック画面の説明_教材（移動モード）



④ペンデータ読込…
過去に記録した手書
きのペンデータの再
表示ができる

①  ②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧  ⑨   ⑩ ⑪

①～④で線の種類を選択
①自由線と直線
②色
③通常のペンと蛍光ペン
④線の細さ

⑤消しゴムモード
⑥前に戻す/やり直し
⑦ページ内のペンの全削除

⑧保存
⑨別名で保存

●⑥の右側のボタンをタップすると、「ペンモード」になります。

①  ② ③  ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑧か⑨で「保存」しておかないと、ペンデータが
消えますので、必ず「保存」しておいてください。
ペンデータの「保存」は年度末までです。先生と
生徒で内容を共有することはできません。

中央の「ペンモード」
マークを消したい
場合はここをタップ

７.Singブック画面の説明_教材（ペンモード）



８．できたことの確認

できたこと画面

「できたこと」画面の「できたこと」タブか
らは、先生から出された課題のうち、完了
済のものが課題ごとに表示されます。

完了済の課題の個数が表示されます。

「全単元一覧」タブからは、教科・教材ごとに
単元別の学習状況の確認ができます。

記録した理解度を参考に、苦手なところの
ふりかえりをしたり、得意なところをさらに
深めたりしましょう。
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